
【情報通信学会関西センター関西大会のご案内】 

10月13日（火）13時～17時 

 ＠大阪中之島センター3階 304講義室 

国際観光とICT戦略 

日本への海外からのインバウンド国際観光客の入込客数は2014年度には1300万人を

超え、2020年までには2000万人突破も確実視されています。 
 
一部外国人観光客によるいわゆる「爆買い」が地域経済に特需をもたらしているとの見方

もあり、「儲からなければクールではない」とのクールジャパン戦略も地方創生
の原動力となりつつあります。  
 

2020年の東京オリンピック開催まで、残すところ5年をきった現時点において国際
観光とICT政策の接点について再度現状確認作業を行い、「おもてなし」の精神で国

際観光入込客に対してどのような充足感のあるICTサービスをここ数年のうちに提供でき
るかについて関係各界の議論を深めます。 

申し込み・問い合わせは情報通信学会関西センターまで 
メール：sec@info-works.jp ファックス：075-353-7724 

★申し込みは氏名・所属・連絡先を記載して上記までお知らせください 

■基調講演  「観光立国の来し方と未来を考える」 

本保 芳明 （首都大学東京特任教授 初代観光庁長官） 

【パネルディスカッション】 

大橋 秀行 （総務省総合通信基盤局電気通信事業部長） 

高岡 謙二 （エクスポート・ジャパン（Export Japan Inc.）株式会社代表取締役） 

Eric Charles Hawkinson （成美大学）  
※出演者は変更になる場合もありますご了承ください 

司会：中野幸紀 （関西学院大学） 

１９４９年北海道生まれ。 
１９７４年東京工業大学大学院修了、運輸省入省。 
（独）国際観光振興機構（ＪＮＴＯ）ジュネーブ事務所、経済協力開発機構日本政府代表部勤務、運輸省
観光部企画課長、国土交通省大臣官房審議官、日本郵政公社専務執行役員等を経て、２００７年７月
国土交通省総合観光政策審議官、 
２００８年１０月国土交通省観光庁設立とともに初代長官に就任。 
２０１０年４月～首都大学東京教授、 
２０１３年３月株式会社ぐるなび総研理事に就任、２０１３年８月～世界観光倫理委員会委員、 
２０１４年１月～観光庁参与。 

会場：大阪中之島センター304講義室 
アクセス： ■京阪中之島線 中之島駅より 徒歩約５分 ■大阪市バス「中之島四丁目」下車1分 

情報通信学会関西センター主催 シンポジウム 


